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見せる建物より使う建物
最近受講したセミナーで、たいへんステキな言葉
を耳にしました。
『見せる建物より、使う建物』
金沢の旧紡績工場を、市が市民の芸術活動を支援
する施設にリフォームした時のコンセプトだそう
です。
これこそ、私が住宅設計をするにあたって一番大
切に思っていることだったのです。
『住まいはくらしの器』であると考え、住む人の
立場にたった、くらしやすい家を・・これからも
自身を持って造り続けたいと思います。

悔いのない住まいづくり
2月21日、講師として《リフォームについて》

お話をする機会をいただきました。
リフォームのプランづくりで、構造を考慮する
ことはもちろんですが、発想の転換・創意工夫
が大切であると考えています。
要望を伝える時は、「これは無理だろう」と思
い込みであきらめることなく、夢と希望を話し
ていただきたいと思うのです。
そして、発想の転換・創意工夫・・提案をする
のは設計者である私たちの仕事です。
悔いのない住まいづくりをしてください。

赤木さんとは、23年もお付き合いさせて頂いております。
11年前に建売住宅が当たり、入居してからは、色々と
リフォームをして頂きました。
それをイラストにしてみました。

つくば市
川浪せつ子様

子供に一部屋ずつあげることはできな
かったので、１０．５畳の部屋だったとこ
ろを、押 入を取り払い、１２畳にしました。

スケッチでは、一部屋になっていますが、
長男が大学生になって、家を出るまでは、
二つに区切って二人で使っていました。

子供3人が大きくなるにつれて、物が増

え、収納の少ない住宅の悩みを解決す
べく、屋根裏収納をつけてもらいました。

当初の予定より、ずいぶん大きな屋根
裏面積を工事して頂いたにもかかわら
ず、工期は二日。

おまけに料金も本当に良心的で、感激し
ました。

スタッフ ◆あかぎゆうこ ◆さとうけいこ ◆いけだゆきよ ◆くりやまとしひこ

新しく窓も造って、明るく風通しもよくなりましたね！



ある日の新聞記事にこんな文章が載っていま
した。「日常的にちょっとした連絡ですらメー
ルでやりとりをする。挨拶をしても相手から返
事がなく、言葉を交わすよりパソコン画面に
向かう人が多い。同僚が何を求めているのか
読み取れずストレスがたまる。このような社内
風土に、今もなじめない・・・」
この話をしてくれた人はどんな方でしょう。女
性、男性、若い人、それとも中年でしょうか？
いずれにしてもネット社会の便利さに心を奪
われ、生活習慣としたとき、何らかの弊害が
身に迫るのではないかと危惧していた時に、
このネット生活のあり方に一石を投じてくれる
人がいてくれて安心しました。
ゆったりとした時間や不便な事も大事にしま
しょう。栗山

１年がかりで探していた住居を、今年
始め、ようやく見つけることができました。
売買契約・登記を無事に済ませ、いよい
よ二人の要望を形にする作業に入ったと
ころです。

楽しいはずの作業とは裏腹に、ケンカ
がしばしばの最近。住まいに対する思い
入れはお互い同じなのに、内容は食い違
いだらけ･･･価値観が同じだと思って結婚
したはずなのに、こんなにも意見が違うな
んて、エッー？！と思うほどです。果たし
て二人の理想のお家は本当に完成する
のか？！不安あり、笑いあり、怒りもあり
のお家づくり。建築士としてはもとより、住
居人として本当に楽しみになってきていま
す。池田

お正月も終わりましたが、年末から
お正月にかけていつも思い出す事が
あります。おせちを作ったり正月飾りを
するときに両親や祖父祖母から「これ
はね・・・」と言い伝えを教えてもらいな
がら「ふーん」と聞いてはいても全く意
味がわからないまま、手伝いをした事、
みんなで一緒に何かをやる事が嬉し
かった事を。今は、衣・食・住すべてに
おいて恵まれすぎていて季節感もほと
んど無くなってしまったことはとても寂
しく思いますね。その家庭ならではの
伝統を代々に伝えていくことは古いか
もしれませんが、大切なことのように
思います。佐藤

階段の上のデッドスペース、
壁をくり抜いて、収納を
作っても らいました。

あまり使わないものを入れ
るのに便利です。

勝手口には、ゴミ箱など色々なものを置いていました
が、雨の時には、濡れるので困 っていました。

ひさしを新たにつけることで、雨の日でも、利用できる
スペースになりました。

また、北向きで、冬は風が強く台所が寒かったのです
が、ひさしをつけたことで、風 向きが変わったので
しょうか、台所が冬でも以前より暖かになりました。

「ちょっとした工夫で・・快適なくらしを！」を実践。

川浪さん作成の完成予想図です

江戸崎に建つ
ブティック併用住宅

ネットは便利？ 古きよき思い出 お家が見つかりました

川浪さんは建築パース（完成予想
図）を描く仕事をされています。
最近は水彩スケッチにも目覚め、
日々、多方面でご活躍中！

瓢しい諦々の秘らしの漕で、ちょっと密ち降まる。。。望傍が葱没だと貢いました♪

2005年4月完成・オープン

外壁は無垢板張りでロ
グハウス風にデザイン
しました。

内部も自然素材で風情
があります。


